
担当分野 農漁村の生活  委員名   小内純子  

資料頁数 ３５  資料数 １５  

 

Ⅰ期 

戦後改革・ 

制度整備期 

（'45～'55） 

 

★キーワード  

・貧しさとの戦い  

・･生活改善、新生

活運動の推進  

・インフラ（電化）

の整備  

●（掲載候補資料名）  

・土田トモヱ「標茶の開拓地を歩いて 30 年」三栖達夫編著『土田トモヱさんの

開拓地を歩いて 30 年 標茶町生活改良普及員の記録』1996 ,pp.7-12. 

・北海道「新生活建設の考え方」 (昭和 27)、北海道『新生活建設提要』昭和 28 

・農村婦人代表「普及事業 30 年の思い出」空知支庁・空知改良普及職員協議会

『空知の農業改良普及事業』1979 , pp.113-114 

・稚内市声問漁協婦人部女性「生活改善をめざす貯蓄運動」北海道『住民運動の

歩み』1970, pp.68-70 

・北檜山町小川女性「北檜山開拓婦人会」『拓土に花は実りて』1979,pp.37-39 

・農業改良課技師「ラジオ共同聴取の村―釧路村のばあい」『農家の友』1951、

pp.52-53. 

○（収集予定の資料）  

・電化関係 「北海道農山漁村の無電灯戸数実態調査」など  

Ⅱ期 

高度成長期 

（'55～'75） 

 

★キーワード  

・人口流出  

・消費生活  

・農業機械化  

・労働過重  

・生活の社会化  

・インフラ整備  

・家庭管理  

 

●（掲載候補資料名）  

・帯広厚生病院医師「農夫（婦）症について」『農家の友』 (1967.8)、pp.47-49. 

・北海道「農家生活の改善」『北海道の普及活動―農業改良普及事業 20周年』,1969、

pp.54-61 

・江部乙地区農業改良普及所「豊生産組合の農業共同化に伴う共同炊事事業を進

めた普及活動」『北海道の普及活動―農業改良普及事業 20 周年』,1969、pp.162- 

･増毛町信砂４Ｈクラブ「放送利用で高まる活動意欲」北海道『住民運動の歩み』

1970,pp.54-56 

○（収集予定の資料）  

・1966 年～ 農政部“明るく豊かな農村建設運動”  

・1966～73 年 農山漁村健康管理特別事業  

・1963 年～ 農家生活環境美化促進事業（道独自の事業）  

・インフラ整備の進展に関して  

Ⅲ期 

低成長期あるい

は安定成長期 

（'75～'95） 

★キーワード  

・高齢化・過疎化

・農村環境整備  

・国際婦人年以降  

・後継者・嫁不足  

・家族経営協定  

●（掲載候補資料名）  

・余市町農協婦人部「婦人部運動と私達の漬物づくり」北海道農協婦人部連絡協

議会『三十年のあゆみ』1983 年 ,pp.288-289 

・1972 年 農村花嫁対策事業推進要領（北海道農業会議が推進母体）  

○（収集予定の資料）  

・1972 年から 高齢者生活開発パイロット事業  

 「特集／農村の老人問題を考える」『農家の友』1974.26-9、pp.47-49. 

・1978 年から 農山漁村婦人対策事業  

・1978 年 北海道新規就農青年対策協議会の設立  

・家族経営協定関連資料  

Ⅳ期 

構造改革期 

（0'95～'03） 

★キーワード  

・限界集落化  

・超高齢化  

・都市―農村交流  

・女性政策・起業  

●（掲載候補資料名）  

 

○（収集予定の資料）  

・1993～1995 年 女性グループ活動促進事業（道）  

・1995～2000 年 農村女性エンパワーメント事業  

・1996 年   農村休暇法→2002 年  北海道グリーン・ツーリズム推進指針  

・1997 年 北海道農業・農村振興条例  

・2007 年 『買物難民』 2011 年 道による集落調査（限界集落調査）  

 

資料５－２ 
進捗管理様式の記載例 


